
■コロナ禍でも成長している世界半導体産業■
■アフター・コロナ（AC）で覇権を握るには自己防衛が必要■
■米中ハイテク戦争の新たな局面■

A200707(コロナ禍の半導体産業)セミナー申込用紙

FAX 03-5733-4187 A200707  コロナ禍の半導体産業
検索
サイトで で検索！HPからも

お申込みができます

会社名
団体名

部　署

住　所

TEL FAX

E-mail

氏　名

ふりがな

〒役　職

●受講料について
　「2名同時申込みで1名分無料」については上記の注意事項をお読みください。
●お申込みについて
　申込用紙に必要事項をご記入のうえ、FAXでお申込みください。
　また、当社ホームページからでもお申込みいただけます。
　お申込みを確認次第、請求書・受講券・会場案内図をお送りします。
●お支払いについて
　受講料は、銀行振込(原則として開催日まで)、
　もしくは当日現金にてお支払いください。
　銀行振込の場合、原則として領収書の発行はいたしません。
　振込手数料はお客様がご負担ください。

●個人情報の取り扱いについて
　ご記入いただいた個人情報は、
　事務連絡・発送の他、情報案内等に使用いたします。
　詳しくはホームページをご覧ください。
●キャンセル規定
　開催日から逆算（営業日：土日・祝祭日等を除く）いたしまして、
　・開催7日前以前でのキャンセル：　キャンセル料はいただきません。
　・開催3～6日前でのキャンセル：　受講料の70％
　・開催当日～2日前でのキャンセル・欠席：　受講料の100％
※ご注意※　 参加者が最少催行人数に達しない場合など、
　　　　　　　　　事情により中止になることがございます。

※太枠の中をご記入下さい。※□にチェックをご記入ください。

※申込みに関する連絡に使用するため、可能な限りご記入ください。

　　（振込予定日　　　月　　　日）

□E-mail希望・登録済み
□郵送希望・登録済み
□希望しない

□銀行振込　

□当日現金払い　

S&T会員価格を
適用いたします。
(E-mailアドレス必須)

お支払方法

通信欄

今後のご案内

※E-ｍａｉｌアドレスまたはFAX番号を必ずご記入下さい。

サイエンス＆テクノロジー株式会社　
TEL 03-5733-4188　FAX 03-5733-4187
〒105-0013　
東京都港区浜松町1-2-12 浜松町Ｆ-1ビル7Ｆ
http://www.science-t.com 

日時

コロナ騒動の中の半導体産業に焦点を当てた講演に加えて、コロナ騒動に紛れているが、昨年から続く米中

ハイテク戦争の新たな局面についても解説。情報収集・市場調査・マーケティングで致命的な遅れを取るな！

2020年7月7日（火）  13:00～16:30

44,000円　⇒S&T会員  41,800円

会場

受講料

※講師、プログラムの内容が変更になる場合もございます。最新の情報はHPにてご確認ください。※申込用紙が複数枚必要な場合等は、本用紙をコピーしてお使いください。

A200707

趣　旨 　パワー半導体を製造している加賀東芝エレクトロニクス（石川県）で新型コロナウイルスのクラスターが発生し、同社は2週間工場を
休止した。最初に発症した社員2人がPCR検査を受けたのが約10日後であり、その間に感染が拡大してしまった。
世界でコロナにより半導体工場が生産休止したのは加賀東芝が初めてのケースとなったが、PCR検査を迅速に受けることができたら、
クラスターの発生を回避でき、生産休止を免れた可能性がある。
　コロナは世界中に感染が拡大した。日米欧では都市封鎖や緊急事態宣言が解除されつつあるが、新たにロシア、ブラジルなどの
南米、インドなどのアジア、さらにアフリカで感染拡大が続いており、日米欧にも、第2波、第3波が到来する可能性が極めて高い。
　そこで、本セミナーでは、コロナ禍の世界で、半導体メーカー、装置メーカー（その部品や設備メーカー）、材料メーカーなどが、
どのようにして自社と社員をコロナから防衛し、生き残り、そして成長していくかを論じたい。
　日本の半導体関連企業は、政府や業界団体の支援はあてにできない。したがって、自助努力によって生き延びるしか道は無い。
そして、コロナ禍を生き延びた者だけが勝者となり、アフター・コロナ（AC）の時代の覇権を握ることができるだろう。
まずはコロナを防衛する。そして成長する。そのための指針をお伝えしたい。
　加えて、コロナ騒動に紛れているが、米中ハイテク戦争が新たな局面を迎えている。米商務省は、中国ファーウェイに対する輸出強化
を厳格化した。その結果、TSMCが最先端プロセスで製造したスマートフォン用プロセッサをファーウェイに輸出できなくなる可能性が
高い。また、そのTSMCは米国政府の要請を受け、約1兆3000億円を投じて米国に5nmの最先端半導体工場をけ節することを発表し
た。これらの余波は、日本の半導体メーカー、装置メーカー、材料メーカーにも影響が広がることを説明する。

プログラム １．はじめに（自己紹介）
２．本講演の概要と結論
３．加賀東芝エレクトロニクスの事例研究
４．コロナ禍で顕在化した半導体産業の問題
５．コロナ禍でも成長している世界半導体産業

６．半導体産業はエッセンシャル・ビジネス
７．米中ハイテク戦争の新たな局面
８．まとめと提言：アフター・コロナ（AC）の時代に覇権を握るためには

　　□質疑応答・名刺交換□

微細加工研究所　所長　工学博士　湯之上 隆　氏

【専門】半導体技術（特に微細加工技術）、半導体産業論、経営学、イノベーション論紹介

講師

資料付
※S&T会員(郵送DM案内あるいはE-mail案内を希望される方)は価格が5%OFFになります。

　※2名様ともS&T会員登録をしていただいた場合に限ります。  ※他の割引は併用できません。
　※同一法人内(グループ会社でも可)による2名同時申込みのみ適用いたします。
　※3名様以上のお申込みの場合、左記１名あたりの金額で受講できます。
　※受講券、請求書は、代表者にご郵送いたします。
　※請求書および領収書は1名様ごとに発行可能です。（通信欄に「請求書１名ごと発行」と記入ください。)
　　

■2名同時申込みで1名分無料■

（1名あたり定価半額の22,000円）

（定価：本体40,000円＋税4,000円　　　会員：本体38,000円＋税3,800円）

東京・千代田区駿河台 連合会館  5F 502会議室

【Live配信】『コロナ禍の半導体産業を生き抜くための羅針盤』

【テレワーク応援キャンペーン(1名受講)【Live配信/WEBセミナー受講限定】　1名申込みの場合：受講料( 定価：35,200円／S&T会員 33,440円 )

※本セミナーは、【会場受講】または【Live配信】のいずれかをご選択いただけます。詳しくは弊社HPをご確認下さい。

＜【Live配信】ではセミナー会場から、会場講演をLive中継しストリーミング配信いたします。質疑応答はチャット機能をご利用いただけます。＞


